普寂律師と大我上人：特に台宗性惡説について by 伊藤, 眞徹
普
寂
律
師
ご
大
我
上
人
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特
に
台
宗
性
悪
設
に
つ
い
て
伊
藤
眞
徹
徳
川
時
代
の
佛
教
界
に
於
い
て
異
色
あ
る
佛
數
學
者
ε
し
て
近
時
注
目
せ
ら
る
曳
は
曹
寂
徳
門
和
上
に
し
て
、
そ
の
學
風
は
夙
に
自
由
討
究
批
判
的
研
究
を
樹
立
し
前
人
未
發
の
蘊
を
開
く
處
多
し
、
而
し
て
普
寂
-こ
時
代
を
等
し
く
し
、
そ
の
生
涯
の
經
路
に
多
吩
の
類
似
黜
を
有
し
、
し
か
も
當
時
の
淨
土
宗
學
界
に
同
等
の
重
き
を
な
し
そ
の
所
論
を
比
肩
せ
し
め
た
る
は
大
我
上
人
な
り
。
爾
師
は
そ
の
出
生
及
び
寂
年
を
殆
ん
汐
等
し
く
し
(註
】
)
、
そ
の
淨
土
宗
歸
入
以
前
に
於
い
て
一
方
は
親
鸞
の
流
れ
を
汲
み
、
他
は
弘
法
の
三
密
に
心
を
傾
け
そ
の
歸
入
の
時
期
も
前
後
し
一
方
は
淨
土
宗
に
於
け
る
當
時
の
新
思
潮
津
僭
派
に
投
じ
、
他
は
正
風
派
・こ
も
稱
す
べ
き
眞
卸
僭
正
の
門
を
叩
い
て
如
法
修
道
に
精
進
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
共
に
晩
年
を
東
部
に
遒
ら
れ
し
は
兩
師
の
思
想
的
交
渉
を
考
察
す
る
上
に
於
い
て
興
味
深
き
點
な
り
,こ
思
は
れ
る
の
で
あ
る
(註
二
)。
大
我
は
普
寂
を
目
す
る
・こ
恰
も
法
賊
怨
敵
の
如
く
排
撃
す
る
こ
ーこ
茜
し
、
そ
の
原
因
を
推
求
す
る
に
寳
暦
十
三
年
(
一
七
六
三
)
以
後
天
下
第
一
の
擅
林
増
上
寺
に
於
て
講
師
、こ
な
り
し
故
な
り
(
註
三
)。
帥
ち
そ
の
當
時
檀
林
に
於
て
は
體
面
保
持
上
所
化
衆
教
養
に
は
如
何
な
る
學
匠
、こ
雖
も
山
外
に
師
を
求
め
ざ
る
を
以
て
不
文
律
、こ
せ
し
も
の
瓦
如
し
。
そ
の
一
例
・こ
し
て
甞
て
鳳
潭
、
湛
惠
等
の
大
徳
を
招
聘
せ
ん
、こ
す
る
企
て
あ
り
し
も
頓
秀
理
天
等
の
反
對
に
遘
ひ
そ
の
事
は
途
に
成
ら
ざ
り
し
こ
ーこ
あ
り
。
そ
の
反
對
理
由
は
檀
林
に
講
師
な
き
臨
に
他
よ
り
請
招
す
る
か
、こ
他
宗
に
嘲
笑
せ
ら
る
曳
を
慮
り
し
も
の
な
り
。
か
く
の
如
く
な
れ
ば
檀
林
に
樹
錫
せ
し
事
な
く
且
叉
律
僣
を
以
て
自
他
共
に
目
す
る
普
寂
の
山
内
に
入
つ
て
傳
統
・こ
權
威
を
誇
る
芝
山
三
千
の
大
衆
の
爲
め
に
講
經
演
教
す
る
を
嫌
悪
す
る
も
の
は
獨
り
大
我
の
み
に
は
非
ざ
り
し
も
の
・こ
考
へ
ら
る
。
普
寂
は
殆
ん
さ
そ
の
全
勢
力
を
餘
乘
に
傾
倒
し
宗
乘
の
攻
究
闡
明
に
は
寧
ろ
疎
か
り
し
事
、こ
そ
の
出
生
が
眞
宗
な
り
し
爲
め
痛
く
大
我
の
痛
撃
す
る
處
、こ
な
り
、
そ
の
淨
土
宗
に
改
宗
せ
る
動
機
を
大
我
は
「
續
芝
談
」
の
中
に
「
普
寂
有
レ謀
僞
作
二比
丘
一読
識惑
愚
人
こ
ε
云
ひ
、
そ
の
謀
・こ
は
、
一
向
宗
は
そ
の
風
習
ε
し
て
僻
遠
の
地
に
生
れ
し
者
は
院
家
能
家
-こ
な
る
こ
ご
難
し
、
然
る
に
自
身
は
北
勢
の
出
生
な
れ
ば
如
何
に
學
殖
あ
り
、こ
も
榮
位
を
襲
ふ
こ
・こ
不
可
能
な
れ
ば
、
他
宗
に
轉
じ
て
人
に
嬢
敬
せ
ら
れ
ん
ーこ
す
、
さ
れ
さ
禪
は
速
疾
に
禪
師
に
な
る
こ
ーこ
能
は
す
、
淨
家
に
轉
じ
檀
林
に
入
寺
せ
ん
も
學
課
九
部
に
分
れ
、
傳
法
亦
年
數
の
定
め
あ
る
を
以
て
そ
の
中
途
へ
横
入
す
る
事
は
許
さ
れ
ざ
る
を
以
て
湛
惠
律
師
を
読
惑
し
て
弟
子
比
丘
、こ
な
り
愚
人
に
奪
重
せ
ら
れ
ん
・こ
せ
り
ε
云
ふ
。
さ
れ
,ご
此
處
に
深
重
の
考
慮
を
嬖
す
る
は
、
普
寂
を
縁
山
に
招
聘
せ
る
鸞
山
に
就
て
野
あ
る
。
し
か
る
に
鸞
山
の
師
は
華
頂
門
主
鸞
宿
に
し
て
且
つ
増
上
寺
の
靈
應
大
僣
正
の
法
縁
な
れ
ば
此
點
よ
り
見
る
も
邪
流
の
普
寂
を
敢
え
て
山
内
に
入
れ
て
三
千
の
大
衆
を
惑
は
す
理
な
き
筈
な
り
、
故
に
普
寂
の
學
諡
の
邪
正
を
最
も
良
く
考
究
し
、
し
か
る
後
そ
の
弊
な
き
を
以
て
事
を
計
り
た
る
如
く
考
へ
ら
る
曳
も
大
我
は
然
ら
す
ε
な
し
、
そ
の
所
以
を
明
し
て
鸞
宿
も
一
向
宗
の
生
れ
な
る
が
故
に
淨
土
傳
燈
總
系
譜
を
撰
述
し
て
親
鸞
を
以
て
吉
水
の
一
派
ご
な
し
て
毒
を
海
内
に
流
し
、
靈
應
は
咽
向
宗
の
出
に
し
て
淨
土
に
敵
す
る
心
あ
り
し
も
の
な
る
や
大
黒
名
號
を
雜
書
し
て
愚
人
に
授
與
し
、
選
擇
集
に
歡
誡
し
給
ふ
{,豈
捨
識
百
即
百
生
專
修
正
行
一
而
執
笥
千
中
無
}
雜
修
雜
行
一乎
」
醐に
違
脊
す
る
も
の
な
り
ε
し
、
か
く
の
如
き
二
大
僭
正
の
習
氣
を
受
け
た
る
鸞
山
は
普
寂
に
與
3?
し
て
邪
風
を
檀
林
に
振
ひ
、
安
心
を
僻
越
し
起
行
を
雜
亂
す
ε
て
そ
の
鋭
鋒
各
處
に
及
び
當
る
可
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
か
く
の
如
き
普
寂
を
淨
土
宗
法
の
邪
正
を
評
定
す
る
芝
山
に
講
師
こ
す
れ
ば
、
大
衆
は
そ
の
邪
読
を
信
受
し
そ
の
受
く
る
弊
害
少
し
ご
せ
す
ーこ
て
次
の
如
き
十
條
を
數
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
、
淨
土
を
變
化
こ
し
、
淨
經
を
絡
歡
.こ
し
、
念
佛
を
淺
麁
-こ
し
、
往
生
を
難
得
-こ
す
る
こ
ε
。
二
、
圓
頓
菩
薩
戒
の
血
脈
を
抱
な
が
ら
無
戒
-こ
思
ひ
、
藏
漸
聲
聞
戒
を
受
て
有
戒
・こ
思
.両
こ
ε
。
三
、
愚
推
憶
談
の
邪
義
を
信
受
し
て
、
宗
流
兩
祗
の
相
傳
の
正
義
を
疑
謗
す
る
こ
、こ
。
四
、
異
見
邪
釋
を
褒
進
し
て
、
三
大
上
人
及
び
了
譽
上
入
の
正
喇
を
貶
退
す
る
こ
,こ
。
五
、
持
齋
し
て
念
佛
す
る
を
如
法
修
行
-こ
し
、
唯
一
向
に
念
佛
す
る
を
不
如
法
-こ
す
る
こ
・こ
。
六
、
芝
山
の
所
化
お
ほ
く
普
寂
が
僻
見
を
習
て
、
歸
國
し
傳
読
し
、
聽
を
し
て
心
行
を
僻
越
さ
せ
し
む
る
こ
ε
。
七
、
芝
山
に
て
普
寂
が
講
繹
す
れ
ば
、
大
衆
お
ほ
く
異
見
別
解
の
爲
に
破
壊
せ
ら
る
㌧
こ
・こ
。
八
、
芝
山
の
月
席
學
頭
ま
で
普
寂
を
講
師
ε
し
て
座
下
に
踵
伏
す
れ
ば
、
文
盲
愚
昧
あ
ら
は
れ
て
、
他
人
の
笑
具
ε
な
る
こ
ーこ
。
九
、
普
寂
が
邪
読
を
信
受
し
て
、
法
華
の
妙
義
な
る
性
具
善
悪
を
妄
談
・こ
い
へ
ば
、
唯
除
誹
謗
正
法
の
中
に
入
る
こ
ε
。
十
、
芝
山
に
許
し
て
善
寂
を
置
ば
、
天
下
の
淨
侶
み
な
邪
義
を
習
て
、
眞
宗
を
變
じ
て
邪
宗
ε
成
べ
き
こ
・こ
。
か
く
の
如
き
弊
風
に
處
す
る
對
策
、こ
し
て
大
衆
統
牽
の
事
務
に
參
與
す
ろ
月
行
事
は
次
の
如
き
三
役
を
勤
む
べ
き
事
を
大
我
は
提
言
し
、
若
し
能
は
す
し
て
し
か
も
月
席
に
坐
す
る
は
尸
位
な
り
,こ
云
ひ
、
儒
歡
に
読
く
「不
レ得
亀其
職
一則
去
不
レ去
者
殘
賊
也
」
の
文
を
援
引
せ
ら
れ
た
り
。
帥
ち
三
役
-こ
は
一
、
大
衆
を
し
て
宗
風
を
振
て
疑
雲
を
拂
ひ
、
磁
月
を
輝
し
て
迷
闇
を
破
ら
し
め
ん
か
爲
に
、
三
經
一
論
五
部
九
卷
選
擇
御
傳
を
講
じ
て
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聖
淨
難
易
專
雜
得
失
を
分
別
す
べ
き
こ
ーこ
。
二
、
大
衆
を
し
て
宗
門
の
破
壤
を
慮
て
法
儀
を
改
め
、
淨
家
の
耻
辱
を
顧
て
僭
行
を
正
さ
し
め
ん
が
爲
に
台
命
の
三
十
五
箇
條
四
家
六
派
源
流
鈔
等
を
講
じ
τ
、
顯
異
惑
衆
不
淨
詮
法
を
停
止
す
べ
き
事
。
三
、
大
衆
を
し
て
他
門
の
難
鋒
を
挫
き
、
自
家
の
邪
網
を
裂
し
め
ん
が
爲
に
華
嚴
法
華
倶
舍
唯
識
四
教
五
教
二
教
論
等
を
講
じ
て
、
漸
頓
偏
圓
權
實
顯
密
を
解
繹
す
べ
き
こ
ε
。
の
三
之
れ
な
り
。
要
す
る
に
自
家
の
眞
風
を
宣
揚
し
、僣
行
を
肅
正
し
廣
く
諸
宗
の
教
義
を
教
へ
て
撞
着
な
か
ら
し
む
べ
き
を
提
言
せ
し
な
り
い
み
な
而
し
て
大
我
は
書
中
應
々
春
秋
の
法
に
依
り
て
貶
す
る
に
は
名
を
稱
す
、こ
て
そ
の
文
字
を
易
へ
ら
る
、
帥
ち
寂
默
(釋
迦
)
に
隨
順
せ
ざ
る
が
故
に
普
寂
を
不
寂
・こ
書
き
、
不
寂
を
師
-こ
し
て
邪
教
を
信
じ
芝
山
を
擾
亂
す
る
が
故
に
鸞
山
を
亂
山
、こ
稱
し
、
眞
宗
を
貶
退
す
る
が
故
に
岱
眞
を
退
眞
・こ
書
き
、
扶
宗
護
法
を
怨
翫
す
る
罪
悪
を
顯
し
て
後
人
を
驚
覺
せ
し
む
る
方
法
ご
せ
り
。
そ
の
當
意
即
妙
な
る
奇
智
そ
の
撰
邇
の
各
處
に
伺
は
る
。
扨
て
曹
寂
を
以
て
芝
山
に
聘
し
講
師
・こ
な
す
こ
・こ
の
非
は
膏
に
芝
山
の
名
譽
に
關
す
る
・こ
の
表
面
的
理
由
の
み
に
留
ま
ら
す
し
て
、
學
侶
養
成
の
根
幹
は
そ
の
初
め
こ
そ
深
重
を
要
す
る
も
の
に
し
て
、
先
入
の
執
見
の
改
め
難
き
つ.)-こ
は
恰
も
こ
乘
の
偏
執
を
變
じ
て
一
乘
の
圓
解
を
開
き
難
き
ε
同
樣
な
れ
ば
、
若
し
不
寂
の
邪
読
を
聞
き
之
れ
に
執
す
れ
ば
學
問
の
邪
魔
・こ
な
り
正
解
を
得
る
こ
、こ
能
は
す
先
入
の
言
は
一
生
の
障
碍
ε
な
る
故
扶
宀示
の
好
心
止
む
に
止
ま
ざ
り
し
内
面
的
理
由
、こ
の
二
あ
り
。
そ
の
所
謂
邪
論
-こ
は
即
ち
「
續
芝
談
」
に
依
る
に
一
、
淨
經
は
絡
歡
,こ
執
し
。
二
、
淨
侶
は
無
戒
-こ
執
し
。
三
、
持
戒
念
佛
は
如
法
こ
執
し
、
無
戒
念
佛
は
不
如
法
こ
執
し
。
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四
、
唯
稱
念
佛
は
上
品
上
生
の
業
に
非
す
、こ
執
し
。
五
、
念
佛
行
者
の
上
上
に
独
生
す
ーこ
謂
ふ
は
宗
風
な
り
、
實
に
は
然
ら
す
・こ
執
し
。
六
、
念
佛
は
淺
麁
に
し
て
、
修
禪
は
深
妙
な
り
・こ
執
し
。
,こ
宗
義
上
そ
の
六
義
を
指
摘
せ
ら
れ
た
り
。
今
そ
の
一
々
に
就
き
大
我
の
辨
駁
を
精
査
す
る
を
要
す
る
も
、
此
れ
十
弊
中
に
該
收
せ
ら
る
曳
も
の
に
し
て
、
今
は
た
璽
大
我
の
眼
に
映
じ
た
る
普
寂
の
宗
義
に
羯
す
る
所
詮
の
概
要
を
列
擧
せ
し
の
み
に
止
め
て
、
進
ん
で
台
家
性
悪
詮
に
樹
す
る
二
師
の
所
詮
を
見
ん
。
大
我
が
普
寂
の
性
悪
説
を
破
斥
せ
る
は
十
弊
を
數
へ
し
中
第
九
の
如
き
邪
弊
を
招
く
を
匡
救
せ
ん
が
爲
め
な
り
し
な
り
。
註
一)
薯
寂
の
傳
記
に
は
[摘
空
華
・」
(淨
全
一
八
、
二
七
九
百
ハ)
及
び
鸞
山
撰
「
行
状
詑
し
あ
り
、
さ
わ
ど
大
我
に
至
つ
て
は
何
等
傳
ふ
べ
き
も
の
む
く
唯
吉
岡
呵
成
師
の
「
大
我
上
人
傳
」
(淨
全
一
八
、
五
〇
九
頁
)
あ
る
の
み
な
り
。
曲
等
に
依
る
に
雌
鼠
叡
脚買
永
四
年
(
一
七
〇
七
)
1
天
明
元
年
(
一
七
八
一
)
大
我
脚買
・永
・山ハ
な十
(
一
七
∩
)
∴儿
)
i
天
明
二
年
C
1
七
八
.ー
二
)
(
二
)
並
日
寂
の
「
身
に
か
け
し
法
の
衣
は
同
じ
き
も
勇
は
Ψ
合
は
ね
ば
脱
ぎ
す
て
ぞ
す
る
」
と
の
國
風
一
首
を
詠
じ
て
一
鉢
飄
然
舊
里
を
出
で
專
修
念
佛
行
に
歸
入
せ
し
は
享
保
+
九
年
(
一
七
三
四
)
に
し
て
、
大
我
の
「
咲
き
数
る
も
世
の
な
ら
ひ
そ
と
み
よ
し
の
製
花
の
木
か
げ
に
南
無
阿
彌
陀
佛
」
と
所
懐
を
詠
じ
て
念
佛
の
一
行
に
歸
依
せ
る
は
享
保
十
六
年
(
一
七
三
一
)
な
り
。
而
し
て
大
我
の
關
西
在
住
は
虞
察
僭
正
の
華
頂
晋
蜚
の
年
即
ち
天
丈
三
年
(
一
七
三
八
)
以
後
に
し
て
、
此
牛
並
日
寂
は
近
江
守
山
の
淨
土
寺
に
佳
す
。
普
寂
の
長
泉
院
に
迎
へ
ら
れ
し
は
賢
雇
十
三
年
(
一
七
六
覧
)
の
事
に
し
て
、
大
我
の
定
月
上
人
の
請
召
に
應
じ
て
江
戸
に
赴
き
し
は
此
れ
よ
り
數
年
後
の
明
利
疏
問
(
一
七
六
四
i
一
七
七
一
)
な
り
。
(
三
)
寳
暦
十
三
(
一
七
六
三
)
五
泓荻
出早
線
山
明
和
元
(
一
七
六
四
)
倶
舍
論
同
雲
察
寮
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同
二
二
七
六
五
)
探
玄
記
同
干
如
寮
同
五
(
一
七
亠ハ
八
)
法
曲犯
譱
靹林
出早
同
起
信
論
義
記
同
同
亠ハ
(
一
七
六
・九
)
唯
淵識
述
㎝記
同
四
教
儀
集
註
同
岡
八
(
一
七
七
一
)
法
華
・文
句
同
北
溪
五
教
章
行
衍
秘
同
同
安
永
元
(
一
七
七
二
し
法
蕪
丈
句
同
同
同
二
(
一
七
七
三
)
攝
大
乘
論
略
疏
同
束
溪
同
三
(
一毛
七
四
)
探
玄
認
發
揮
鈔
同
新
谷
同
六
(
一
七
七
七
)
起
信
要
决
同
瓣
戒
寮
倶
舍
論
同
南
溪
慈
光
寮
同
七
(
一
七
七
八
)
四
教
儀
詮
要
同
辨
戒
寮
普
寂
の
天
台
教
義
に
關
す
る
著
述
、こ
し
て
は
コ
ニ
大
部
復
翼
鈔
」
十
七
卷
へ註
一
)
及
び
「
四
歡
儀
集
註
詮
要
」
四
卷
等
あ
り
、
叉
天
台
部
の
典
籍
を
講
ぜ
し
こ
ーこ
も
勿
年
に
及
ぶ
(註
二
)。
普
寂
の
読
く
所
は
批
判
討
究
の
先
驅
を
な
せ
る
も
の
に
し
て
明
治
年
聞
よ
り
學
界
に
注
目
せ
ら
れ
、
從
來
一
顧
の
價
値
も
な
き
邪
説
な
り
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-こ
せ
ら
れ
し
も
の
が
研
究
の
對
象
、こ
な
れ
り
。
台
宗
教
義
に
關
し
普
寂
は
天
台
智
者
大
師
の
眞
意
に
反
す
る
も
の
な
り
ーこ
な
す
點
多
々
あ
り
ーこ
雖
も
最
も
主
力
を
集
注
せ
し
は
、
台
家
歡
學
の
中
樞
精
華
-こ
な
す
性
善
性
悪
十
界
互
具
の
法
門
な
り
。
此
の
台
家
敏
學
の
根
本
問
題
た
る
性
悪
論
に
踊
し
て
疑
義
を
抱
け
る
曹
寂
は
、
此
の
読
行
は
れ
て
よ
り
天
台
の
眞
義
は
沒
却
せ
ら
れ
た
る
の
み
な
ら
す
、
叉
他
宗
を
毒
す
る
こ
ーこ
亦
大
な
り
ーこ
て
排
撃
之
れ
努
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
曹
寂
、こ
雖
も
台
宗
敏
義
初
學
の
折
よ
り
此
れ
を
以
て
天
台
智
者
大
師
の
貫
意
に
反
す
る
の
み
な
ら
す
佛
敏
々
理
に
反
す
る
論
な
り
Σ
斷
定
せ
ら
れ
し
に
は
非
す
し
て
、
「摘
筌
華
」
(
註
三
)
に
依
れ
ば
明
和
二
年
五
十
九
歳
以
後
の
こ
、こ
な
り
。
帥
ち
そ
の
動
機
は
縁
山
天
紳
谷
千
如
寮
に
於
い
て
探
玄
記
を
講
ぜ
し
際
方
等
大
乘
の
性
理
を
領
會
す
る
こ
、こ
を
得
た
る
結
果
に
依
る
も
の
な
り
。
そ
の
間
の
淌
息
を
も
ら
し
て
師
は
同
書
に
往
昔
閉
關
凝
思
之
切
於
昌大
小
三
藏
一聞
思
所
成
分
齊
粗
得
識
通
曉
一且
深
信
昌得
方
等
大
乘
是
性
海
不
思
議
曼
荼
羅
↓
無
・
所
⇒
暹
慮
一
但
性
善
性
悪
之
旨
趣
遊
學
之
昔
粗
辨
識綱
領
輔雖
箪然
知
ユ
性
悪
之
論
其
旨
左
謬
一至
二其
端
的
一瞹
昧
直
レ
分
至
卞
于
今
茲
講
昌
探
玄
記
一
熟
讀
中
華
嚴
經
論
亠
了
然
領
轟會
方
等
大
乘
性
理
如
レ是
性
惡
之
論
定
是
左
謬
一無
ユ復
餘
蘊
一矣
・こ
述
べ
ら
る
。
此
の
旨
叉
「
四
教
儀
詮
要
」
に
も
あ
り
て
、
此
の
理
毒
性
惡
の
読
は
人
法
を
利
せ
ざ
る
の
み
に
あ
ら
す
、
叉
之
れ
は
諸
經
論
を
驗
す
る
も
典
據
な
く
且
天
台
大
師
の
所
論
中
に
も
的
證
な
き
謬
読
で
あ
る
、こ
て
、
此
の
兩
方
面
よ
り
徹
底
的
に
窮
明
し
て
性
悪
詮
を
根
本
よ
り
覆
さ
ん
¶こ
て
評
論
駁
破
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
性
悪
法
門
の
歴
史
を
尋
ぬ
る
に
そ
の
源
は
「
觀
昔
玄
義
」
(註
四
)
に
出
で
、
後
荊
溪
が
「
止
觀
」
を
註
す
る
に
及
び
第
五
の
中
に
引
用
し
具
の
義
に
約
し
て
其
旨
を
明
せ
り
(註
五
)
ε
雖
も
未
だ
多
く
は
論
ぜ
ざ
り
し
に
、
後
趙
宋
に
至
つ
て
四
明
講
席
を
布
く
や
帥
の
義
に
約
し
て
理
毒
性
悪
の
詮
を
駕
読
せ
り
(
註
六
)。
か
く
て
天
台
大
師
に
依
り
て
見
出
さ
れ
し
珠
玉
は
荊
溪
に
依
り
て
琢
磨
潤
色
せ
ら
れ
、
四
明
に
至
つ
て
盛
ん
に
價
値
を
論
じ
て
萬
城
よ
り
重
か
ら
し
め
た
り
。
さ
れ
さ
普
寂
は
此
の
發
逹
を
以
て
變
轉
・こ
な
し
、
殊
に
近
世
我
國
に
於
て
此
性
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悪
法
門
を
一
轉
せ
し
め
た
る
圭
魁
を
ば
曾
て
の
受
學
の
師
鳳
潭
な
り
ーこ
す
。
「
四
教
儀
詮
要
」
卷
一
に
は
後
之
譚
ユ性
悪
一者
與
ユ荊
溪
四
明
一其
所
レ
言
則
極
能
相
似
而
其
旨
趣
則
獪
如
コ天
淵
一妄
譚
瓜即
具
↓愛
二養
陰
賊
一藉
識
口
高
妙
↓
蹙
二
額
斷
修
一
者
蓋
多
矣
増
暉
主
(鳳
潭
)
乃
占
笥共
魁
一者
乎
性
悪
之
読
於
レ是
一
變
・こ
述
べ
ら
れ
た
り
。
而
し
て
此
の
鳳
潭
に
依
つ
て
一
轉
せ
ら
れ
た
る
性
悪
詮
の
弊
は
そ
の
極
に
逹
し
て
圓
人
無
修
證
の
害
毒
を
流
す
に
至
り
た
れ
ば
、
普
寂
は
鳳
潭
を
境
,こ
し
て
此
論
を
唱
ふ
る
者
を
前
後
に
二
分
し
得
ら
る
ーこ
し
て
「
起
信
論
義
記
要
决
」
卷
下
に
は
一
類
則
如
卞夫
荊
溪
四
明
及
後
代
質
直
正
信
承
⇒
彼
読
一者
占約
二眞
如
性
不
改
一就
レ具
就
レ即
以
談
笥性
悪
一是
也
一
類
則
如
嵩後
代
不
質
直
邪
見
者
一僻
昌
解
妄
陰
即
是
理
毒
性
悪
等
不
レ檜
亀
陰
賊
一不
レ
怖
コ
事
惑
一直
認
コ
已
染
悪
心
行
一以
謂
昌
妙
物
↓依
ユ
此
法
門
一恢
笥張
貢
高
我
慢
之
情
一是
也
-こ
述
ぶ
、
此
二
類
あ
る
中
に
於
い
て
前
者
は
法
門
左
謬
り
、こ
ぱ
云
へ
心
行
未
だ
壞
せ
ざ
る
機
類
に
し
て
、
荊
溪
は
性
悪
を
読
く
ーこ
雖
も
徇
其
行
相
を
窺
へ
ば
事
悪
を
懲
ら
し
戒
身
操
持
一
時
に
挺
然
た
の
(註
七
)。
叉
四
明
は
陰
是
を
談
す
る
・こ
雖
も
徇
陰
身
を
輕
ん
じ
て
修
懴
多
年
に
及
び
三
指
を
燒
煉
し
志
を
焚
躬
に
立
つ
(註
八
)。
か
く
の
如
き
行
履
よ
り
考
察
せ
ば
性
悪
の
法
を
詮
く
こ
ε
一
見
奇
異
に
感
ぜ
ら
る
」
も
要
す
る
に
兩
師
の
読
く
處
は
法
性
常
偏
を
顯
は
す
一
法
門
な
る
の
み
で
あ
る
。
さ
れ
さ
後
者
の
一
類
に
至
つ
て
は
啻
に
理
に
戻
る
の
み
な
ら
す
叉
敦
門
を
破
壞
す
る
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
染
悪
無
過
を
執
し
て
高
妙
な
り
ε
し
、
無
斷
無
修
を
認
め
て
圓
極
な
り
・こ
な
す
故
、
此
れ
が
爲
め
に
止
悪
作
善
の
情
は
弛
緩
し
從
つ
て
息
妄
修
眞
の
大
道
は
廢
絶
す
、
さ
れ
ば
正
法
を
破
滅
す
る
こ
、こ
は
此
れ
よ
の
大
な
る
は
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
性
惡
法
門
を
読
く
者
に
二
類
あ
り
・こ
雖
も
等
し
く
方
等
大
乘
の
縁
起
に
順
す
る
も
の
に
非
す
し
て
、
殊
に
「
起
信
論
」
に
説
く
邪
執
對
治
に
入
る
事
は
共
に
相
等
し
ーこ
せ
ら
れ
た
り
。
故
に
普
寂
は
此
詮
を
以
て
圓
の
宗
極
な
り
¶こ
な
す
者
に
問
を
な
し
て
「
起
信
論
義
記
要
决
し
に
は
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今
試
問
焉
此
起
信
論
者
以
笥圓
宗
極
一爲
出邪
執
一而
對
治
之
論
耶
又
絡
教
所
對
治
邪
執
在
舗
於
圓
教
一則
翻
然
昌妙
理
一
耶
-こ
述
べ
て
揶
揄
し
、
執
見
祟
を
な
す
時
は
假
令
廣
學
多
智
の
者
・こ
雖
も
惑
は
ざ
る
を
得
ざ
る
は
理
の
當
然
・こ
し
、
鳳
潭
は
此
性
悪
読
に
心
醉
し
盲
信
し
た
る
故
「
起
信
論
」
の
對
治
を
見
る
も
全
く
省
覺
す
る
處
な
く
、
抂
け
て
賢
首
を
引
い
て
人
を
欺
惑
す
る
者
な
り
ーこ
て
論
難
駁
撃
す
る
こ
ε
恰
か
も
讐
敵
を
見
る
が
如
し
。
要
す
る
に
台
家
の
性
悪
法
門
を
極
端
に
心
醉
せ
る
は
鳳
潭
に
し
て
、
此
れ
を
嫌
忌
す
る
こ
ーこ
蛇
蝎
の
如
く
根
柢
よ
り
此
読
を
驅
除
破
却
せ
ん
・こ
せ
る
者
は
普
寂
に
し
て
、
共
に
相
容
れ
ざ
る
兩
師
の
そ
の
在
世
年
代
の
接
す
る
は
奇
-こ
す
べ
き
な
り
。
吾
人
は
以
下
更
ら
に
突
進
ん
で
普
寂
の
性
悪
辯
を
精
細
に
觀
察
せ
ん
、こ
す
る
も
、
今
本
旨
に
入
る
に
先
立
ち
普
寂
は
荊
溪
以
後
の
諸
師
が
性
悪
読
を
譚
ぜ
し
知
解
を
如
何
に
解
せ
し
や
將
叉
師
の
見
解
は
如
何
な
り
し
や
を
極
め
て
概
括
的
に
豫
知
す
る
は
便
宜
を
得
る
も
の
,こ
思
ふ
。
乃
ち
「
妙
玄
復
眞
鈔
」
第
二
(註
九
)
に
は
籖
主
(荊
溪
)
以
爲
性
悪
者
眞
如
理
性
實
乃
非
善
非
悪
底
今
云
昌
悪
性
一者
感
壺
心趣
一之
性
而
其
實
則
修
悪
也
獪
レ
日
ユ習
成
7
性
是
即
以
レ修
爲
レ
性
(中
略
)
以
レ余
思
μ之
此
見
甚
不
レ順
識方
等
經
論
及
智
者
大
師
之
意
一若
是
天
台
正
旨
則
眞
性
帥
一
佛
界
心
中
道
第
一
義
諦
眞
善
明
淨
也
九
界
衆
生
由
ゴ無
明
力
一不
レ能
下
如
識眞
性
一而
起
上
焉
攬
二眞
性
一而
爲
昌己
界
一
己
界
成
則
自
有
菖
己
界
十
如
一
而
轉
焉
然
九
界
是
.權
故
千
如
亦
權
也
權
帥
似
γ有
而
非
γ有
然
則
離
識非
善
非
悪
底
眞
如
一之
外
無
二九
界
性
相
之
可
7
得
雖
筥權
性
權
起
是
悪
一
眞
性
恒
眞
善
明
淨
也
何
可
ン得
レ言
二
性
悪
照
明
等
一乎
-こ
あ
り
て
、
要
す
る
に
荊
溪
大
師
が
如
是
性
を
釋
せ
る
を
反
駁
し
て
智
者
大
師
の
本
冒
に
反
す
る
の
み
な
ら
す
叉
方
等
大
乘
の
諸
經
論
の
所
明
・こ
齟
齬
す
る
も
の
な
り
ーこ
云
ひ
、
自
己
の
論
陣
を
張
ら
ん
が
爲
め
「
止
觀
復
眞
鈔
」
第
三
(註
+
)
及
び
「
四
教
儀
詮
要
」
卷
一
に
は
五
科
の
義
門
を
設
け
ら
れ
た
り
。
今
爾
者
の
標
目
を
並
記
す
れ
ば
左
の
如
し
。
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(
止
觀
復
眞
鈔
)
一
、
總
以
方
等
大
旨
一
明
二
、
別
擧
昌今
宗
一辨
三
、
辨
ゴ
觀
音
玄
眞
僞
一
四
、
此
読
已
論
所
黜
五
、
m
nt此
説
轉
引
昌
群
邪
一
之
れ
に
依
つ
て
も
知
ら
る
製
如
く
標
目
既
に
然
り
、
た
ビ
そ
の
文
辭
に
繁
簡
具
略
の
差
あ
る
の
み
で
あ
る
。
故
に
今
コ
詮
要
L
に
依
り
て
普
寂
の
所
設
を
一
暼
せ
ん
。
第
　
に
「
總
於
二佛
敏
性
起
一辨
」
-こ
は
凡
そ
佛
教
に
は
大
小
權
實
等
あ
り
て
、
其
性
起
を
論
す
る
に
も
各
々
分
齊
あ
り
。
權
小
は
且
ら
く
措
く
も
實
教
に
於
い
て
は
悉
く
如
來
藏
を
以
て
教
體
、こ
な
ず
。
さ
れ
ば
法
華
に
於
い
て
も
亦
然
り
ーこ
し
、
如
來
藏
を
論
じ
て
夫
此
如
來
藏
心
本
來
清
淨
與
昌雜
染
法
一而
不
昌
相
應
一是
名
爲
γ室
性
具
コ恒
沙
功
徳
↓飜
染
還
淨
表
ゴ
示
其
相
一
是
名
二
不
室
↓
無
明
所
起
三
雜
染
法
情
有
理
無
起
便
違
レ眞
滅
處
顯
レ性
輻
惠
淨
品
性
具
實
徳
起
便
順
レ
眞
實
善
妙
有
全
レ
性
起
レ
修
是
故
謝
コ治
雜
染
一
則
筌
如
來
藏
顯
現
是
名
コ
斷
徳
法
身
一修
ユ集
幅
智
一則
不
察
如
來
藏
顯
現
云
去
ε
云
ひ
、
か
く
の
如
き
室
不
筌
如
來
藏
は
眞
性
に
し
て
、
此
の
貫
に
違
し
て
起
れ
る
雜
染
法
を
對
治
す
れ
鳳
翼
性
は
自
ら
顯
現
し
て
妄
法
は
滅
鶸
す
、
而
し
て
此
の
雜
染
法
は
本
來
塞
寂
に
し
て
但
一
法
界
な
り
ーこ
な
す
は
方
廣
大
乘
の
樞
柱
で
あ
り
、
佛
々
同
道
の
素
範
通
宏
の
大
理
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。
今
此
の
大
理
に
台
家
の
性
悪
読
を
照
合
し
て
次
の
如
く
難
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
雖
し
由
下智
有
嵩淺
深
4及
障
有
ゆ
厚
薄
亠
而
乘
歡
異
甲
レ
階
於
⇒上
所
レ
明
通
宏
大
理
一則
其
致
一
撥
寧
容
下整
ユ此
大
理
一別
立
中
如
來
藏
性
具
雜
染
(
四
教
儀
詮
要
)
一
、
總
於
二佛
教
性
起
一辨
二
、
別
就
昌天
台
所
詮
一明
三
、
辨
.二
觀
普
玄
義
眞
僞
一
四
、
明
二
此
設
是
論
所
對
治
一
五
、
此
読
墮
嵩情
窩
一轉
引
二邪
執
一
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法
全
レ性
修
起
及
以
雜
染
法
亦
是
眞
用
之
異
見
占
乎
凡
そ
諸
經
論
の
中
に
於
い
て
雜
染
等
に
つ
き
印
-こ
読
き
叉
具
-こ
詮
け
る
こ
ε
あ
る
も
、
此
れ
は
智
に
約
し
叉
は
筌
理
に
約
し
、
如
々
に
約
せ
し
も
の
に
し
て
吾
人
の
妄
情
を
以
て
分
別
せ
し
如
き
實
の
染
悪
あ
り
て
其
れ
を
以
て
直
ち
に
妙
物
な
り
ε
な
す
が
如
き
・こ
は
同
じ
か
ら
す
ε
云
ふ
の
で
あ
る
。
第
二
に
【
別
就
昌天
台
所
読
一明
L
・こ
云
ふ
は
、
先
き
の
佛
教
々
理
よ
り
更
ら
に
範
圍
を
縮
小
し
て
台
宗
の
歡
義
に
も
反
す
る
旨
を
明
さ
れ
た
せ
る
も
の
な
り
。
初
め
に
妙
立
明
昌迹
門
十
妙
旧中
第
一
境
妙
者
謂
諸
諦
第
二
智
妙
者
是
諸
智
第
三
行
妙
者
帥
諸
行
此
三
如
レ
次
三
因
謂
正
了
縁
也
斯
謂
正
因
乃
如
來
藏
心
一
佛
界
也
是
名
爲
レ實
九
界
衆
生
由
二
無
明
力
一全
攬
二藏
心
一爲
昌種
々
界
鴎譬
如
崑
翳
眼
於
レ
塞
見
二
種
々
華
一
是
名
爲
レ
權
以
レ
智
照
則
權
本
非
レ
有
權
即
是
實
以
レ情
取
則
迷
悟
自
隔
權
實
條
然
其
轉
昌即
レ實
之
權
一以
顯
昌帥
權
之
實
一是
爲
識
法
華
之
法
門
一
ε
述
べ
、
三
因
佛
性
に
約
し
て
九
權
一
實
の
轉
變
に
歸
着
せ
し
め
、
其
轉
變
に
五
重
を
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
一
轉
藏
心
内
薫
勝
縁
外
資
縁
了
二
因
開
發
則
轉
昌惡
五
陰
一爲
嵩善
五
陰
一
第
二
轉
轉
ユ善
五
陰
一爲
昌が
便
五
陰
一
第
三
轉
轉
二方
便
陰
一爲
昌
無
漏
五
陰
一
第
四
轉
轉
コ
無
漏
陰
一成
出亦
有
漏
亦
無
漏
陰
埴
第
荒
轉
轉
昌亦
有
漏
亦
無
漏
陰
一成
昌非
漏
非
無
漏
不
思
議
五
陰
一
、こ
云
は
れ
し
も
の
之
れ
に
し
て
、
第
三
轉
に
至
つ
て
分
段
の
三
界
は
滅
し
、
四
教
の
中
藏
通
二
教
は
此
分
齊
に
當
り
、
第
四
轉
は
從
室
出
假
ε
名
付
ら
れ
別
教
の
所
詮
な
り
。
第
五
轉
は
叉
從
假
入
中
ぐ)
云
ひ
圓
歡
の
所
詮
な
り
⑩
此
位
中
因
は
十
地
果
は
佛
地
-こ
名
づ
け
菩
薩
道
に
於
46
い
て
塵
沙
の
惑
を
治
し
、
十
地
位
中
に
無
明
を
破
せ
ば
變
易
の
三
道
こ
れ
に
於
い
て
永
く
滅
す
る
も
の
な
り
。
要
之
九
界
は
所
轉
に
し
て
三
性
に
通
じ
五
重
轉
變
し
て
一
佛
界
に
入
り
、
縁
了
二
因
は
乃
ち
能
轉
な
り
ε
す
。
か
く
て
曹
寂
は
一
佛
界
は
本
來
寂
滅
虚
筌
の
如
く
全
性
修
起
な
り
、
此
の
起
ご
云
ふ
も
單
な
る
起
に
は
非
す
し
て
起
即
不
起
な
る
故
眞
性
な
り
。
而
し
て
九
界
は
翳
眼
所
見
の
室
中
の
華
の
如
く
非
有
似
有
な
る
が
故
に
權
に
し
て
眞
性
に
非
す
。
故
に
縱
令
性
を
読
き
具
を
読
く
,こ
雖
も
是
れ
權
性
權
具
な
り
ーこ
。
か
く
て
「
文
句
」
第
三
へ註
=
)
の
文
を
引
用
し
十
界
三
千
互
具
耳
融
如
來
自
行
の
權
實
に
し
て
、
實
は
乃
ち
佛
界
の
十
如
に
し
て
權
は
九
界
の
ヤ
如
な
り
。
此
の
兩
者
は
恰
も
天
上
の
月
,こ
水
中
の
影
の
如
く
に
し
て
、
一
月
萬
影
二
而
不
二
、
一
佛
法
界
機
の
所
感
に
隨
て
十
界
の
影
を
現
じ
、
横
は
十
方
を
該
ね
竪
は
三
世
を
貫
き
三
千
帥
室
假
中
な
る
故
コ
ニ
千
非
昌三
千
一非
昌非
三
千
一遮
照
同
時
存
泯
無
礙
L
な
り
。
凡
夫
は
此
理
を
具
す
、こ
も
隱
覆
し
て
現
は
れ
す
、
二
乘
は
室
性
を
見
て
假
中
に
逹
せ
ざ
れ
ば
亦
顯
は
れ
す
、
三
賢
の
菩
薩
ば
室
假
を
證
す
る
、こ
雖
も
中
を
見
ざ
る
を
以
て
亦
顯
現
せ
す
、
登
地
以
上
は
中
道
に
悟
入
す
る
も
徇
無
明
に
覆
は
る
瓦
故
分
に
顯
は
る
エ
の
み
。
故
に
九
界
の
衆
生
は
惑
業
力
に
依
り
て
互
具
互
融
せ
す
唯
各
々
一
界
を
の
み
感
す
。
然
る
に
如
來
は
惑
業
永
く
毳
き
九
界
を
超
過
し
給
ひ
三
千
權
實
圓
融
無
礙
な
る
が
故
佛
の
一
界
の
み
眞
性
に
し
て
餘
の
九
界
は
無
明
所
起
な
れ
ば
非
有
似
有
に
し
て
眞
性
に
あ
ら
す
、こ
。
然
る
に
十
界
三
千
の
法
門
を
以
て
性
悪
設
の
根
據
、こ
す
る
が
如
き
は
全
く
執
見
に
よ
り
正
智
を
昧
却
せ
し
爲
め
に
し
て
、
法
華
の
三
部
及
び
其
他
h
淨
名
玄
疏
L
「
光
明
玄
疏
」
「
禪
門
」
「
戒
疏
」
等
の
中
理
毒
性
悪
の
読
な
く
却
て
之
れ
に
牴
牾
す
る
読
の
み
な
れ
ば
天
台
大
師
の
所
諡
に
は
非
す
し
て
後
人
の
大
師
に
假
托
せ
し
新
読
ε
稱
す
べ
し
噛こ
云
ふ
の
で
あ
る
。
第
三
に
「
辨
ゴ
槻
音
玄
義
眞
僞
こ
¶こ
云
ふ
は
、
從
來
性
悪
設
を
天
台
大
師
の
眞
読
な
り
ε
し
圓
宗
の
妙
旨
な
り
ε
奪
崇
す
る
台
家
は
そ
の
論
の
源
は
大
師
の
親
撰
「
觀
昔
玄
義
」
に
出
づ
ε
読
く
を
以
て
、
普
寂
は
性
惡
読
は
唯
「曹
門
品
」
の
別
行
結
疏
た
る
「觀
音
玄
義
」
(
註
三
)
に
於
て
の
み
明
瞭
に
認
め
ら
れ
他
に
は
此
説
を
見
出
し
得
ざ
る
を
以
て
、
大
師
に
性
惡
の
詮
あ
る
こ
ε
な
し
・こ
斷
定
せ
ん
、こ
し
「觀
音
玄
義
」
4?
の
眞
僞
如
何
を
問
題
,こ
し
六
個
の
證
科
を
出
し
「觀
音
玄
義
」
の
本
文
討
究
を
試
み
大
師
の
親
撰
に
非
す
ーこ
主
張
す
る
に
至
れ
り
。
而
し
て
「
止
觀
復
眞
鈔
」
「
四
敏
儀
詮
要
」
共
に
読
く
處
等
し
く
し
て
唯
六
證
の
順
次
顛
倒
あ
る
の
み
な
り
、
今
繁
を
厭
は
す
「
詮
要
」
の
要
文
を
抄
出
せ
ん
。
一
、
性
悪
∠
詭
不
三
翅
庭
舗懿
耐
大
乘
經
論
一亦
衲
婦鑿
於
天
台
諸
部
之
文
一齟
昌齬
乎
天
台
所
立
之
宗
一(中
略
)
一
師
所
読
覘
爲
如
レ
此
氷
炭
也
應
レ非
昌智
者
正
読
一
二
、
中
古
以
來
以
鵠性
悪
読
一爲
昌台
宗
極
一若
是
宗
極
則
玄
義
境
妙
中
文
句
第
三
明
昌
十
如
是
一中
止
觀
第
五
明
コ陰
境
一中
淨
名
佛
道
品
疏
等
最
宜
レ論
レ
此
而
不
レ
説
者
何
耶
共
餘
天
台
諸
部
中
無
昌此
詮
一獨
觀
音
玄
孤
然
読
レ
之
者
何
耶
脱
觀
音
玄
逸
識於
水
火
一者
天
台
宗
極
遽
斷
絶
耶
應
レ
非
識智
者
正
詮
一
三
、
凡
天
台
諸
部
自
製
及
以
章
安
記
録
其
文
雄
毅
其
旨
幽
遠
超
然
秀
二於
物
表
一彼
觀
音
玄
文
義
膚
淺
不
レ見
笥
高
致
一
性
悪
一
章
庸
俗
殊
甚
比
昌諸
正
読
一天
淵
不
レ
啻
(
中
略
)
應
レ
非
昌
智
者
正
詮
一
四
、
性
悪
咽
章
於
職縁
了
二
因
一而
立
レ
義
是
最
奇
怪
矣
壽
量
文
句
分
明
言
崑悪
非
ユ縁
了
一
或
言
嵩
縁
了
二
善
一
三
部
諸
文
並
以
二般
若
一
爲
昌了
因
一開
則
爲
二二
十
智
一
以
ユ禹
善
一爲
昌縁
因
一統
則
五
行
所
攝
了
因
乃
通
大
地
法
慧
縁
因
乃
善
數
及
通
大
地
數
是
轉
コ
滅
染
惡
五
陰
一以
轉
瓜
成
善
淨
無
漏
等
五
陰
一之
骨
露
也
於
コ
此
骨
露
性
徳
一而
作
ユ性
悪
諡
一
詭
謫
之
甚
何
至
昌
於
斯
一
也
計
此
読
謬
昌
解
一
切
法
趣
一之
所
レ
致
乎
應
レ
非
二智
者
正
読
一
五
、
性
悪
法
門
引
ユ普
現
色
身
縛以
證
レ
之
此
亦
深
違
昌理
教
一何
者
佛
及
極
位
大
菩
薩
普
現
色
身
遍
應
コ群
機
一是
多
劫
熏
修
善
根
力
成
コ
滿
大
定
智
悲
一衆
生
有
レ感
三
輪
自
現
(
中
略
)
普
現
九
界
即
法
身
性
淨
之
徳
用
豈
容
卞
以
轟
性
具
7
惡
而
現
中
三
惡
等
上乎
華
嚴
般
若
涅
槃
等
中
゜
詮
"普
現
色
身
不
可
思
議
是
大
定
智
悲
所
現
非
中
法
身
自
體
實
具
昌惡
法
鱒而
現
中
悪
道
等
怎
之
文
己
多
矣
豈
可
卞背
昌
此
理
歡
一別
立
中
普
現
色
48
身
由
島性
具
7
悪
起
之
異
義
ム
乎
此
義
特
戻
レ
理
天
台
旋
持
之
辨
豈
有
昌
此
読
一乎
應
シ
非
昌智
者
正
読
一
六
、
天
台
諸
文
深
斥
昌性
過
一將
レ読
轟
性
理
一必
先
清
蕩
評
昌
地
攝
通
樺
家
一遮
卞
其
濫
コ
外
計
一之
失
嘉
是
一
家
之
洪
格
也
然
性
具
識
染
悪
一之
説
與
昌僭
怯
自
性
之
計
一其
旨
吻
曾
是
天
台
之
所
コ
痛
黜
一也
天
台
豈
可
レ
作
菖
此
n,a
l乎
應
レ
非
智
者
正
詮
一
以
ヒ
の
如
き
六
證
を
以
て
徹
,日徹
尾
「觀
昔
玄
義
」
は
智
者
大
師
の
親
撰
に
非
す
ε
斷
定
し
、
若
し
一
歩
を
讓
つ
て
親
撰
な
り
・こ
な
す
も
少
く
ε
も
性
悪
の
一
章
ω
み
は
斷
じ
て
大
師
の
眞
設
に
非
す
し
て
後
八
の
改
竄
を
蒙
む
れ
る
も
の
な
り
、こ
し
「惟
應
下曾
有
二
正
読
一原
本
邏
逸
後
好
事
嘆
作
中
斯
膺
文
亠
」
、こ
逋
べ
「
大
乘
止
觀
」
「
華
嚴
問
答
」
等
の
例
〃
引
き
共
に
僞
暫
ε
せ
ら
る
。
因
み
に
曹
寂
は
「
起
信
論
義
記
要
决
」
卷
中
に
於
て
證
眞
に
黨
し
て
「
大
乘
止
觀
」
を
以
て
南
岳
の
撰
に
非
す
ーこ
し
「
大
乘
止
觀
」
中
に
起
信
の
文
を
引
用
し
て
善
の
字
の
下
に
惡
の
一
字
を
加
へ
池
る
も
現
流
本
に
は
無
し
、こ
云
ひ
、
「今
此
用
大
者
報
化
二
身
大
用
覺
容
レ生
昌悪
因
果
一乎
」
ε
論
じ
「
製
昌此
書
者
一之
昧
數
可
レ
察
」
ε
述
ぶ
。
さ
れ
さ
眞
如
體
大
に
善
悪
の
法
を
具
す
ご
の
思
想
は
實
に
「
大
乘
止
觀
」
一
部
の
一
偉
彩
に
し
て
智
者
大
師
の
性
惡
思
想
の
淵
源
又
此
處
に
あ
り
。
「
觀
昔
玄
義
」
を
以
て
僞
作
・こ
な
せ
し
は
薔
寂
を
以
て
囀
矢
、こ
な
す
こ
「こ
を
得
ざ
る
も
(註
ご
6
。
共
の
所
論
の
精
細
を
知
り
得
る
は
普
寂
に
初
ま
る
o
第
四
に
「
明
昌此
読
是
論
所
對
治
己
、こ
は
性
悪
諡
は
起
信
論
の
邪
執
對
治
の
金
文
(註
西
)
の
所
對
治
に
當
る
も
の
な
る
こ
ε
を
論
ぜ
し
も
の
な
り
。
蓋
し
起
信
論
所
読
の
法
義
は
方
等
實
敏
の
通
宗
に
し
て
、
如
來
藏
縁
起
に
依
り
法
門
〃
建
立
す
る
も
の
は
皆
此
法
義
に
依
り
そ
の
綱
紀
を
建
て
ざ
る
も
の
は
な
し
。
故
に
絡
頓
圓
教
の
分
る
玉
は
惑
の
濃
淡
智
の
淺
深
に
由
る
も
の
な
り
・こ
す
。
而
し
て
三
教
異
る
、こ
は
い
へ
如
來
藏
心
筌
不
室
三
性
三
無
性
二
無
我
の
綱
紀
は
異
り
あ
る
こ
ーこ
な
し
。
か
㌧
る
見
地
に
立
て
る
普
寂
は
絡
敏
所
読
の
如
來
藏
性
は
生
死
雜
染
法
を
具
せ
す
、
具
す
ε
計
す
る
は
邪
執
な
り
ざ
遞
す
に
も
係
ら
す
圓
敏
に
在
て
は
翻
然
ε
し
て
如
來
藏
性
生
死
雜
染
法
を
具
し
、
そ
の
具
を
譚
す
る
を
以
て
却
て
妙
解
な
り
ーこ
稱
す
る
が
如
き
は
奇
怪
も
甚
し
く
理
こ
し
て
爰
當
な
ら
ざ
る
を
以
て
極
力
破
斥
せ
ら
れ
九
の
で
あ
る
。
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第
五
に
「
此
読
墮
昌情
窩
一轉
引
識
邪
執
匚
ε
は
既
に
逋
べ
し
が
如
く
性
悪
詮
轉
變
史
上
よ
り
考
察
し
て
、
時
代
の
經
過
ε
共
に
僻
邪
に
入
り
近
代
の
情
勢
を
大
觀
し
、
そ
の
將
來
を
忖
度
す
れ
ば
此
読
に
倚
託
し
て
大
僻
見
を
招
致
せ
ん
こ
ε
を
恐
れ
、
其
末
流
を
止
め
ん
に
は
其
濫
觴
を
防
が
ん
に
は
若
か
す
、
之
れ
此
の
性
悪
の
是
非
を
論
ぜ
し
理
由
の
一
に
し
て
、
他
は
理
論
上
性
悪
読
の
成
立
せ
ざ
る
を
論
じ
、
更
ら
に
惟
夫
性
理
深
玄
非
レ佛
難
レ窮
登
地
已
上
隋
芬
證
會
地
前
三
賢
隨
順
比
知
善
趣
巳
前
只
仰
推
昌如
來
一耳
然
則
未
レ
見
昌
諦
迹
4者
唯
於
⇒
明
了
了
地
經
論
及
以
天
台
正
論
一聞
思
熏
修
正
解
己
立
便
修
二止
觀
一是
台
學
之
正
軌
也
3こ
述
べ
て
性
悪
読
を
以
て
新
奇
未
了
の
読
-こ
し
、
凡
そ
學
佛
道
の
要
に
止
悪
行
善
、
息
妄
修
眞
、
眞
妄
不
二
の
三
重
あ
り
ε
す
。
帥
ち
初
重
は
十
信
の
所
行
に
し
て
第
二
重
は
三
賢
乃
至
七
地
の
道
で
あ
り
第
三
重
は
八
地
以
上
の
道
な
り
。
而
し
て
此
の
三
重
は
順
次
進
轉
す
べ
き
も
の
に
し
て
初
二
重
を
成
ぜ
す
し
て
第
三
重
を
得
る
こ
亡
は
道
理
上
な
し
。
第
三
重
妄
即
眞
等
は
是
れ
妄
瀟
き
眞
極
る
者
の
智
境
界
な
れ
ば
妄
意
此
れ
を
読
け
ば
動
も
す
れ
ば
邪
僻
に
入
る
も
の
な
り
。
故
に
普
寂
は
近
代
性
悪
法
門
興
二盛
干
世
一読
レ
邸
読
レ
具
於
昌
染
惡
等
一多
安
昌美
名
一於
昌權
小
道
一彈
レ
力
彈
棄
纔
聞
二此
法
門
一則
雖
昌質
直
正
見
者
一
荏
苒
乎
革
悪
遷
善
之
情
弛
緩
焉
息
妄
修
眞
之
心
退
沒
焉
况
其
不
質
直
不
正
見
者
駸
駸
焉
陥
昌
於
罪
悪
無
過
煩
惱
不
障
道
之
邪
防
一豈
可
レ
不
レ
懼
哉
ご
述
べ
て
性
惡
諡
の
非
を
鳴
ら
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
普
寂
は
如
來
藏
心
は
本
性
如
々
湛
ε
し
て
虚
筌
の
如
く
非
善
非
悪
な
り
。
若
し
翻
染
還
淨
に
約
す
れ
ば
則
ち
無
量
の
性
功
徳
を
具
し
世
出
世
の
善
の
因
果
を
生
成
す
、
故
に
纎
芥
の
善
も
悉
く
本
性
の
徳
用
な
り
。
さ
れ
ば
諸
經
論
中
善
を
以
て
性
を
読
く
は
稱
性
の
妙
詮
に
し
て
、
惡
は
虚
妄
分
別
よ
り
起
り
虚
妄
分
別
は
二
執
よ
り
起
り
二
執
は
無
明
よ
り
起
る
。
是
の
故
に
三
雜
染
起
れ
ば
性
の
寂
照
二
無
我
に
逆
b
ひ
、
性
に
逆
つ
て
起
れ
る
も
の
は
情
有
理
無
な
り
。
故
に
佛
知
見
を
以
て
法
界
を
觀
照
せ
ば
但
一
如
來
藏
心
一
道
清
淨
一
乘
大
善
開
け
ば
則
ち
六
决
定
に
し
て
、
之
れ
を
萬
善
同
歸
の
妙
法
蓮
華
-こ
名
く
ーこ
解
せ
ら
れ
た
り
。
故
に
今
家
性
悪
を
譚
す
る
に
會
ひ
驚
倒
し
て
曰
く
、
「怪
哉
弘
昌通
法
華
一之
家
蘗
昌
出
性
悪
法
門
一也
可
レ謂
水
中
生
レ火
之
類
乎
」
・こ
。
宣
哉
師
が
嘆
50
聲
亦
自
然
の
數
、こ
謂
ふ
べ
し
。
何
ん
ε
な
れ
ば
普
寂
は
常
に
華
嚴
思
想
を
以
て
天
台
に
同
せ
し
め
如
來
藏
を
以
て
今
經
の
體
-こ
し
眞
如
縁
起
の
原
理
に
包
含
せ
し
め
た
れ
ば
諸
法
實
相
の
玄
底
を
叩
き
得
す
、
殊
に
別
圓
不
離
の
論
を
唱
え
實
踐
を
重
ん
じ
た
る
結
果
漸
修
的
態
度
を
外
に
し
て
は
何
等
の
法
門
を
も
認
め
得
ざ
り
し
な
り
。
此
れ
師
が
夙
に
絶
對
他
力
の
眞
宗
教
團
を
蛻
し
て
專
修
念
佛
の
淨
土
教
團
に
歸
入
せ
し
風
季
ぐ}
合
致
し
首
肯
せ
ら
る
玉
根
本
概
念
な
り
。
更
ら
に
曹
寂
は
性
相
學
者
に
通
有
な
る
倫
理
的
觀
念
を
固
持
せ
し
爲
め
一
乘
法
門
の
幽
致
を
嫂
り
得
す
し
て
華
天
兩
家
に
容
れ
ら
れ
ざ
り
し
な
り
。
然
る
に
正
統
派
よ
り
目
せ
ら
る
曳
こ
ε
蛇
蝎
の
如
く
な
り
し
ご
は
云
へ
叉
其
異
端
的
述
作
の
台
學
者
に
教
ふ
る
こ
ε
多
き
は
、
例
へ
ば
劇
毒
藥
の
研
究
が
現
代
藥
劑
界
に
重
要
な
る
分
野
を
占
め
釜
す
る
處
多
き
が
如
く
、
世
間
數
多
の
誤
謬
な
き
著
作
よ
り
も
却
て
吾
入
を
啓
發
す
る
處
多
き
過
謬
な
り
ε
し
て
曹
寂
の
著
述
に
異
數
の
價
値
を
認
め
ざ
る
可
ら
す
。
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此
是
如
來
自
行
權
實
最
爲
二
無
上
一
、
無
上
相
乃
至
無
ヒ
果
報
、
横
廣
竪
深
而
無
有
上
、
故
標
章
賣
諸
法
實
柑
也
、
例
亦
應
レ
言
二
諸
法
實
性
實
體
實
力
一
、
乃
至
應
レ
言
二
實
究
竟
等
一
、
但
略
墨
二
而
蔽
レ
諸
耳
.
如
來
遍
照
横
竪
悉
周
如
レ
觀
二
掌
果
一
、
舐
爲
下
凡
夫
如
二
雙
盲
一
、
二
乘
如
二
目
眇
一
菩
薩
夜
覦
朦
朧
不
上
レ
曉
、
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台
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(
西
)
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正
藏
四
十
四
眷
(
団
幽
ミ
ぴ
)
聞
下
修
多
羅
設
中
一
切
世
間
生
死
染
法
皆
依
二
如
來
藏
一
而
有
一
切
諸
法
不
レ
離
二
霞
如
一
、
以
レ
不
・
解
故
謂
三
如
來
藏
自
體
具
二
有
一
切
世
間
生
死
等
法
即
、
云
何
獨
治
以
下
如
來
藏
從
本
巳
來
唯
有
二
過
恒
沙
等
諸
淨
功
徳
一
不
離
不
斷
不
異
藁
如
義
上
故
以
下
過
恒
沙
等
煩
惱
染
法
唯
是
妄
有
性
自
本
無
從
二
無
始
世
一
來
未
中
曾
與
二
如
來
藏
一
相
應
上
故
若
如
來
藏
體
有
「一妄
法
一
而
使
二
證
會
永
息
ジ
妄
者
則
無
レ
有
二
是
處
一
上
來
普
寂
の
性
悪
読
の
概
要
を
逑
べ
た
る
を
以
て
、
此
の
普
寂
に
依
て
歡
界
に
投
ぜ
ら
れ
し
一
石
の
描
け
る
波
紋
を
考
察
せ
ざ
る
可
ら
す
最
初
に
此
れ
が
辯
駁
を
試
み
た
る
は
天
台
に
あ
り
て
は
觀
國
な
り
ε
せ
ら
る
玉
も
其
れ
、こ
時
を
同
じ
く
し
て
我
宗
に
大
我
あ
る
こ
ご
を
思
は
ざ
る
可
ら
す
。
而
し
て
そ
の
何
れ
が
先
き
な
り
し
ゃ
を
今
急
遽
速
斷
す
る
は
困
難
な
る
も
恐
く
は
大
我
を
以
て
囀
矢
、こ
な
す
も
大
過
な
か
る
べ
し
。
何
ん
ε
な
れ
ば
恐
く
は
大
我
は
そ
の
佳
居
の
地
を
同
じ
く
し
聞
接
に
普
寂
の
學
説
を
常
に
聞
く
機
會
に
惠
ま
れ
た
る
が
故
な
り
。
殊
に
普
寂
の
性
悪
設
に
直
接
關
係
あ
る
述
作
及
び
上
梓
は
左
の
如
し
。
明
和
五
年
(
一実
八)
起
信
論
義
記
要
决
著
作
明
和
八
年
(
一七
七
一)
三
大
部
復
眞
鈔
著
作
安
永
五
年
(
一七
実
)
起
信
論
義
記
要
决
刻
成
安
永
七
年
(
一七
七
八)
四
歡
儀
集
註
詮
要
刻
成
53
依
て
觀
國
ガ
起
信
裂
綱
疏
講
録
を
著
せ
し
は
必
す
し
も
安
永
七
年
以
後
に
は
非
ざ
る
も
そ
れ
よ
り
多
く
は
遡
り
難
か
る
べ
し
。
即
ち
三
大
部
の
講
述
は
禪
林
の
學
士
大
成
仙
靈
の
懇
請
に
依
り
明
和
八
年
春
よ
り
開
か
れ
し
も
の
に
し
て
玄
義
止
觀
を
秋
迄
に
講
了
し
、
文
句
は
歸
東
後
縁
山
に
於
て
講
じ
翌
安
永
元
年
二
月
迄
績
講
せ
り
、
依
て
言
は
る
」
如
く
講
に
隨
つ
て
疏
を
製
し
た
る
も
の
ーこ
せ
ば
三
大
部
復
翼
鈔
の
完
成
は
安
永
元
年
に
し
て
、
止
觀
復
眞
鈔
の
卷
尾
に
あ
る
。
維
持
明
和
九
歳
次
壬
辰
春
二
月
十
七
日
酉
中
刻
閣
昌筆
於
三
縁
山
三
島
溪
學
寮
一
の
文
こ
そ
普
寂
の
脱
稿
を
意
味
す
る
者
な
り
。
さ
れ
ば
此
れ
が
他
宗
の
學
侶
に
轉
寫
研
究
せ
ら
れ
し
に
は
數
歳
の
日
時
を
要
せ
し
な
る
べ
し
然
る
に
大
我
の
「
性
悪
論
」
を
著
は
せ
し
は
自
序
に
依
れ
ば
明
和
九
年
(
+
一
月
+
六
日
筆
永
改
元
)
秋
八
月
に
し
て
「
復
眞
鈔
」
完
成
直
後
な
り
。
次
い
で
翌
年
に
は
「
遊
芝
談
」
を
作
り
そ
の
中
に
於
い
て
「
性
悪
論
し
に
對
す
る
膂
寂
一
派
の
評
言
を
再
破
指
彈
し
た
る
等
よ
り
推
察
せ
ば
普
寂
の
所
毘
を
最
初
に
挫
破
せ
る
は
大
我
な
り
ご
推
定
す
る
も
事
實
に
遠
去
る
も
の
に
は
非
ざ
る
べ
し
。
此
處
に
問
題
-こ
な
る
は
「
四
歡
儀
集
註
詮
要
」
の
製
作
年
代
な
り
。
「
復
眞
鈔
」
の
如
く
講
に
隨
ひ
疏
を
製
し
た
り
ーこ
せ
ば
明
和
六
年
に
し
て
、
既
に
擬
國
は
「
復
眞
鈔
」
以
前
に
「
詮
要
し
に
依
り
て
そ
の
詳
細
を
知
悉
し
「
性
悪
論
し
以
前
に
「
裂
網
疏
講
録
」
を
著
は
せ
り
,こ
推
定
せ
ら
る
」
も
.
若
し
然
り
こ
せ
ば
大
我
の
「
遊
芝
談
」
に
何
等
そ
れ
に
關
す
る
風
評
及
び
己
れ
ε
所
見
を
同
じ
う
す
る
觀
國
の
名
を
も
出
さ
璽
る
は
奇
怪
-こ
云
ふ
べ
し
。
「
性
悪
論
」
一
部
は
七
紙
に
滿
九
ざ
る
小
部
な
ろ
も
の
・こ
は
云
へ
、
先
づ
台
家
性
悪
法
門
は
諸
宗
に
超
過
す
る
図
談
な
る
所
以
を
理
を
窮
め
て
読
き
、
次
い
で
性
悪
を
疑
謗
す
る
碧
寂
詮
を
道
理
丈
證
を
以
て
破
斥
せ
り
。
「
遊
芝
談
」
は
安
永
二
年
芝
山
に
於
て
友
-こ
語
り
し
對
話
を
一
篇
の
書
ご
な
せ
る
體
裁
に
し
て
全
篇
二
卜
一
の
對
話
よ
り
な
り
、
そ
の
申
前
八
對
話
が
台
家
性
悪
釟祝
に
關
す
る
も
の
に
し
て
、
之
れ
は
先
き
に
著
せ
し
「
性
悪
論
し
に
對
し
普
寂
設
を
支
持
す
る
學
僣
の
評
言
を
ば
一
々
反
駁
を
試
み
た
る
も
の
に
し
て
、
他
は
淨
土
宗
義
及
び
普
寂
の
言
行
に
關
す
る
も
の
な
り
。
更
ら
に
他
に
明
和
七
年
に
刊
行
せ
ら
れ
し
「績
芝
談
」
あ
り
。
内
容
二
十
問
答
よ
り
成
り
、
そ
の
中
台
宗
性
悪
54
に
關
す
る
は
第
+
二
よ
り
第
十
四
に
至
る
三
問
答
な
り
。
而
し
て
大
我
の
性
悪
辨
の
精
義
は
「性
悪
論
」
に
依
り
窺
ひ
得
ら
る
」
も
そ
の
全
貌
を
知
ら
ん
ε
せ
ば
他
の
二
著
を
參
照
せ
ざ
る
可
ら
す
。
大
我
が
普
寂
の
性
悪
觀
を
論
破
せ
し
要
點
は
普
寂
が
性
悪
法
門
は
唯
「觀
音
玄
義
」
に
の
み
あ
り
て
大
小
の
三
藏
等
に
於
て
典
據
な
く
天
台
の
諸
部
に
亦
的
證
な
き
等
よ
り
考
察
せ
ば
後
人
の
僞
作
に
し
て
、
此
性
悪
読
は
學
佛
者
を
利
す
る
こ
Σ
な
き
の
み
な
ら
す
却
て
無
修
無
斷
の
僻
見
を
助
成
す
る
も
の
な
り
ーこ
論
難
せ
し
を
ば
道
理
上
排
撃
す
る
に
努
め
た
る
も
の
な
り
。
初
め
に
曹
寂
は
大
小
の
三
藏
に
血
ハ據
な
し
・こ
云
ふ
も
性
悪
法
門
は
法
華
の
妙
體
諸
佛
の
秘
髓
に
し
て
唯
佛
ε
佛
ε
乃
ち
能
く
究
蠱
す
、
故
に
權
大
乘
經
に
あ
る
の
理
な
く
况
ん
や
小
乘
律
に
於
い
て
は
勿
論
な
り
ε
一
蹴
せ
ら
る
。
さ
れ
ば
師
の
か
曳
る
論
を
爲
せ
し
根
本
思
想
を
伺
へ
ば
「
性
悪
論
」
に
諸
法
實
相
不
レ
出
昌權
實
一諸
法
是
同
體
權
申
善
惡
縁
了
、
實
相
是
同
體
實
中
善
悪
正
因
、
九
界
十
如
帥
悪
縁
因
、
佛
界
十
如
帥
善
縁
因
、
葢
斯
諸
法
實
相
者
、
怯
華
之
妙
體
、
諸
佛
之
秘
髓
、
稻
廨
職
聞
、
竹
葦
菩
薩
並
不
レ能
レ
知
二此
義
少
分
一也
、
於
戯
、
大
師
非
皇
實
發
昌得
法
華
・三
昧
一奚
爲
事
如
レ
是
妙
読
昌性
悪
一
以
示
ψ
實
相
上哉
ミ
あ
り
。
更
ら
に
善
寂
は
三
大
五
小
に
的
證
な
し
ε
云
ふ
も
止
觀
に
三
千
を
明
し
玄
文
に
千
法
を
示
す
は
言
は
異
る
ミ
雖
も
義
は
此
れ
一
に
し
て
性
具
を
廣
繹
す
る
も
の
な
の
ご
述
べ
そ
の
義
一
な
る
所
以
を
示
し
て
大
師
義
然
立
二
三
干
法
一職
由
二
法
華
所
謂
性
相
體
力
作
因
縁
果
報
究
竟
、
華
嚴
所
レ謂
能
隨
染
淨
縁
途
分
十
法
界
、
智
度
所
レ謂
假
名
世
聞
國
土
世
聞
五
陰
世
間
一當
レ
知
總
持
昌
十
如
一賦
昌
於
十
界
一十
界
各
具
二
十
界
一
邃
成
昌
百
界
千
如
輔假
名
一
干
國
土
一
千
五
陰
一
千
如
レ
此
三
千
具
晶
足
一
念
一云
然
則
性
具
昌
+
界
↓十
界
者
何
四
聖
六
凡
、
九
界
望
レ
佛
皆
名
爲
レ
悪
謂
亀之
性
具
7
悪
矣
ぐ
〕云
ひ
、
以
て
的
證
な
し
ε
速
斷
す
る
は
輕
擧
な
る
旨
を
主
張
し
、
普
寂
は
四
明
が
「觀
音
玄
義
記
」
に
既
に
此
の
道
理
を
示
さ
れ
し
を
見
す
し
て
、
性
悪
は
四
明
に
始
ま
り
天
台
の
正
義
に
非
す
く
}云
ふ
も
、
若
し
實
に
性
に
九
界
を
具
す
る
こ
ε
な
し
ご
せ
ば
如
何
に
し
て
百
界
千
55
如
は
成
立
す
る
こ
ε
を
得
ん
や
、
百
界
千
如
成
立
せ
す
ん
ば
三
千
の
法
は
何
に
依
て
立
つ
こ
ε
を
得
ん
や
、
普
寂
は
法
華
の
妙
極
た
る
三
千
の
法
を
破
壊
せ
ん
ε
す
る
も
の
な
る
か
、こ
痛
破
し
、
「觀
音
玄
」
を
僞
作
ε
な
す
を
駁
し
て
夫
觀
昔
玄
義
開
昌
示
蘊
奥
一文
法
班
然
如
レ
織
二錦
繍
二
字
孚
旬
不
レ
可
昌
添
創
一也
(
中
略
)
夫
具
之
一
言
含
コ
三
大
妙
數
一頓
入
酪
佛
知
見
道
↓
之
直
指
其
獪
レ稱
菖
萬
中
有
凱
十
百
千
一也
。
,こ
述
べ
、
普
寂
の
性
悪
の
一
章
殊
に
庸
俗
な
る
に
依
り
徴
す
る
も
好
事
漢
の
膺
文
を
作
れ
る
も
の
に
し
て
學
佛
者
を
利
す
る
こ
ご
な
し
.こ
云
へ
る
を
大
我
は
一
部
の
始
絡
文
理
内
容
上
よ
り
一
點
の
疑
念
を
抱
く
餘
地
な
き
こ
・こ
を
辯
護
し
、
善
寂
が
五
門
六
義
を
擧
け
て
性
悪
の
是
非
を
辨
ぜ
し
を
總
破
し
て
夫
性
悪
辨
列
昌
十
證
一皆
是
牽
・合
傳
愈
不
レ
當
三
以
辨
昌性
悪
之
歡
一其
獪
下
醇
翕
背
レ的
而
發
昌
十
矢
一自
喚
昌皆
中
吋使
中
見
者
捧
レ腹
而
絶
倒
上
也
我
豈
競
昌夫
妄
談
一以
費
二筆
墨
一爲
晶豪
傑
一所
レ嗤
哉
、こ
述
べ
、
法
華
の
妙
極
を
疑
謗
す
る
者
如
何
ん
ぞ
法
華
を
解
読
す
,こ
爲
ん
や
、こ
て
佛
藏
經
(註
一
)
の
文
を
引
き
不
淨
説
法
な
り
ーこ
云
ひ
諸
の
衆
生
を
し
て
大
嚢
惱
を
受
け
し
む
る
悪
知
識
邪
見
者
な
り
、こ
て
霜
烈
な
る
言
辭
を
以
て
評
破
せ
ら
る
。
そ
の
意
氣
た
る
や
壯
、
何
人
も
當
る
可
ら
す
.
そ
の
言
`
句
々
に
は
燃
ゆ
る
が
如
き
護
法
の
精
紳
の
濫
る
x
を
感
受
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
大
我
の
破
文
に
對
し
て
普
寂
及
び
縁
山
に
於
い
て
歡
を
受
け
し
學
徒
よ
り
辨
駁
の
書
な
き
を
頃
日
物
淋
し
く
感
ぜ
し
に
偶
々
「
遊
芝
談
」
を
見
る
に
左
の
文
あ
り
曹
寂
謂
レ徒
日
吾
讀
ユ性
悪
論
一反
二吾
所
7
志
無
二
一
足
7
論
故
不
レ辨
也
此
の
一
文
之
れ
よ
り
推
察
せ
ば
大
我
が
「
性
悪
論
し
「
遊
芝
談
」
「
績
芝
談
」
等
を
出
し
て
攻
撃
を
加
へ
九
る
に
も
係
ら
す
、
何
ら
答
ふ
る
處
な
く
後
世
囲
方
的
論
難
に
し
て
曹
寂
全
身
瘡
痍
を
受
け
再
起
す
る
こ
ーこ
能
は
ざ
り
し
が
如
く
に
も
思
考
せ
ら
る
玉
が
、
上
羯
の
文
に
よ
り
て
曹
寂
の
心
境
極
め
て
準
靜
、
そ
の
筆
を
、起
し
て
文
を
草
す
る
に
も
足
ら
ざ
る
正
鵠
を
得
ざ
る
の
論
、こ
し
て
看
過
せ
し
も
の
曳
如
し
。
さ
れ
,ご
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「
性
悪
論
」
の
反
響
を
見
る
に
大
要
左
の
如
き
數
項
こ
な
る
。
一
、
徇
昌曹
寂
口
一者
往
々
播
レ
論
日
皆
是
土
梗
不
γ足
三
敵
昌吾
師
粹
辯
一也
蓋
吾
師
職
由
昌干
長
水
雲
棲
二
大
師
一奚
不
γ
辯
二
夫
二
大
師
↓唯
辯
二吾
師
畿
一
一、
師
昌普
寂
一者
貶
昌鬻
性
悪
一以
爲
二邪
見
一且
謂
華
嚴
不
〆論
三
性
具
昌善
悪
一此
所
罫
以
疑
謗
不
ワ
信
也
三
、
彼
徒
怒
三公
謂
昌糠
僣
糟
衆
一日
甚
哉
逸
言
非
二釋
子
之
所
7
爲
也
四
、
彼
徒
以
昌公
不
7
論
三夫
辯
出
昌
十
證
一爲
レ不
レ
足
三
以
屈
コ吾
師
一也
五
、
曹
寂
自
稱
昌比
丘
一比
丘
何
墮
レ
獄
耶
然
公
謂
壼
日
寂
及
徒
當
7
墮
自
無
聞
獄
一此
豈
非
二流
言
一哉
此
の
中
に
於
い
て
最
も
主
要
な
る
べ
き
は
第
一
第
二
に
し
て
、
大
我
は
此
れ
に
對
し
「遊
芝
談
」
に
於
て
詳
論
せ
り
。
仍
ち
第
一
に
對
し
て
は
長
水
雲
棲
は
別
頓
を
宗
,こ
す
る
も
の
に
は
非
す
や
、
さ
れ
ば
い
か
で
か
圓
頓
の
妙
趣
を
窺
ふ
こ
・こ
を
得
ん
や
。
懷
則
の
「
天
台
傳
佛
心
印
記
」
(註
二
)
に
云
へ
る
「
只
一
具
字
彌
顯
二今
宗
↓以
下
性
具
レ善
他
師
亦
知
具
一悪
縁
丁
一
他
皆
莫
渉
測
」
の
丈
を
援
引
し
て
、
兩
師
は
知
ら
す
し
て
性
悪
を
破
せ
る
故
敢
え
て
朱
紫
を
辨
す
る
の
要
な
し
、
さ
れ
さ
曹
寂
は
此
れ
ε
類
を
異
に
す
る
旨
を
論
じ
て
普
寂
甞
講
昌倶
舍
唯
識
及
蓮
嚴
一次
詆
昌挫
性
悪
之
教
一此
由
レ非
昌其
所
7窺
我
不
笥敢
辯
ワ
之
也
而
今
講
昌
法
華
玄
文
一辯
二性
悪
一爲
二
邪
敏
一獪
下
入
識其
國
一而
敵
ゆ
其
王
上
我
所
三
以
振
ゴ辯
男
一是
也
・こ
述
べ
.
講
を
爲
す
は
帥
ち
權
實
を
窺
測
し
、
宗
趣
を
分
別
し
探
玄
索
隱
し
て
、
要
を
撮
て
今
人
の
疑
ひ
を
解
き
、
信
す
ろ
所
を
論
じ
て
聽
徒
を
し
て
佛
阻
の
室
に
入
ら
し
む
べ
き
も
の
な
る
に
、
曹
寂
は
經
論
を
釋
す
る
に
當
つ
て
右
の
事
を
な
さ
す
、
古
人
の
是
-こ
か
る
所
を
,.m
r/)
し
古
八
の
非
ε
す
る
處
を
是
ご
し
て
、
聽
徒
を
し
て
是
非
の
間
に
迷
は
し
む
る
も
の
に
し
て
、
長
水
雲
棲
に
黨
す
る
如
き
は
恰
か
も
狐
狸
に
與
み
し
て
虎
を
噬
ん
ーこ
す
る
が
如
し
ε
評
せ
ら
る
。
57
第
二
の
問
題
に
對
し
て
は
大
我
は
道
理
上
華
嚴
家
の
常
套
語
な
る
「
三
界
唯
一
心
心
外
無
別
法
心
佛
及
衆
生
是
三
無
差
別
」
の
文
を
解
し
て
三
界
者
何
欲
色
無
色
即
是
六
逍
此
読
晶性
具
7
悪
也
巍
乎
若
言
レ
非
レ読
昌性
具
7
惡
何
謂
さ
一界
唯
一
心
心
外
無
昌別
法
一
哉
况
至
三於
心
佛
及
衆
生
是
三
無
昌差
別
一則
性
具
コ善
悪
一喚
乎
如
レ
日
叉
况
至
7
於
論
ゆ
能
隨
昌
染
淨
縁
一邃
分
中
十
法
界
亀
則
非
二修
現
7
性
而
何
也
-こ
云
へ
り
、
從
つ
て
起
る
べ
き
難
詰
は
性
具
の
義
華
嚴
經
に
あ
り
・こ
せ
ば
四
明
が
「
具
昌悪
縁
了
一他
皆
莫
レ測
」
ε
云
へ
る
は
爰
當
な
ら
す
、こ
稱
せ
ざ
る
可
ら
す
、
此
れ
に
對
し
て
大
我
は
法
華
經
方
便
品
に
明
す
一
大
事
因
縁
の
文
を
取
意
し
て
引
き
、
此
の
明
鑑
に
照
し
て
我
信
ゴ佛
語
一普
見
弖諸
經
一無
ゴ
一
不
7
読
昌眞
如
實
相
一雖
レ然
隨
レ機
所
レ
見
各
爲
⇒差
別
一其
獪
晶
人
水
鬼
火
魚
宅
一也
・こ
邇
べ
華
嚴
經
に
性
具
読
は
あ
れ
さ
も
未
だ
そ
れ
を
開
闡
す
る
を
得
す
、
唯
獨
り
天
台
大
師
の
み
佛
知
見
を
開
き
て
性
に
善
悪
を
具
す
る
こ
ε
を
顯
は
し
給
へ
り
、
か
曳
る
方
面
よ
り
「他
皆
莫
レ測
」
、こ
述
べ
ら
れ
し
も
の
に
し
て
他
-こ
は
他
經
の
意
に
非
す
し
て
余
師
の
意
な
る
こ
ーこ
を
以
て
第
二
の
難
を
完
全
に
退
去
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
註
(
一)
大
正
藏
-}-
五
卷
(P
7J4a)
(11;
大
正
藏
四
十
六
卷
(男
・O。蜜
)
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四
上
來
普
寂
の
性
惡
論
ε
そ
れ
に
對
す
る
大
我
の
辨
駁
の
大
要
を
述
べ
た
り
。
既
に
一
言
せ
し
如
く
大
我
は
「性
惡
論
」
、こ
「遊
芝
談
」
、こ
の
兩
著
を
以
て
し
た
る
に
樹
し
普
寂
は
此
れ
に
一
度
も
酬
ひ
ざ
り
し
は
吾
人
の
深
く
遺
憾
に
感
す
る
處
な
り
。
今
爾
師
の
所
論
に
つ
き
想
起
す
べ
き
は
吉
岡
呵
成
師
の
評
言
(註
一
)
な
り
。
遊
芝
談
を
造
し
て
普
寂
律
師
を
指
彈
し
盛
ん
に
論
皷
を
鳴
す
。
爾
時
高
齡
六
十
六
、
以
て
其
老
て
釜
々
壯
な
る
の
意
氣
を
見
る
べ
し
。
是
よ
り
先
き
性
悪
論
を
述
し
て
律
師
を
貶
挫
し
扶
宗
編
を
選
し
て
關
通
和
徇
を
痛
斥
す
。
其
立
義
を
評
破
す
る
や
微
を
穿
ち
細
に
入
り
鑿
々
肯
綮
を
衝
く
、
二
師
亦
存
命
世
の
偉
器
、
意
ふ
に
必
す
其
論
あ
ら
ん
。
但
大
人
の
相
爭
ふ
往
々
内
鑑
冷
然
た
る
も
の
あ
の
漫
に
後
世
白
面
小
子
の
私
議
を
容
さ
璽
る
な
り
。
の
言
吾
人
大
い
に
銘
記
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
天
台
學
の
立
瘍
に
あ
つ
て
性
悪
詭
を
擁
護
す
る
に
努
め
巧
緻
の
筆
陣
を
張
ら
れ
し
雄
は
大
我
、こ
觀
國
に
し
て
、
そ
の
中
烽
火
を
擧
げ
し
大
我
を
我
宗
團
内
に
見
出
す
は
快
事
な
り
。
註
θ
淨
全
-i-
r:
巻
CP
.520a)
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